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で，各々 18 個体ずつ刈取処理を再度
施し，無処理の 18 個体を加えた 5処
理 90 個体を設定した。刈取後は同日
中に，前年と同様の 6水準の冠水深
として 3個体ずつ冠水させ，計 30 処
理 3 反復を設定した。その後，刈取
処理から約 3ヶ月後の 10 月 30 日に
分げつ数を計測した。
表 -2 に越冬芽出現期における刈取

処理 3ヶ月後の冠水深別の分げつ数
を示した。越冬芽出現期には全処理で
分げつの再生が認められた。刈取高が
地際の 0㎝の場合，1㎝以上の冠水深
では，刈取高が 1㎝以上の刈取処理よ
り，再生した分げつ数が少なかった。
一方，越冬芽出現期の刈取処理前は供
試した全 126 個体が 1本ずつ花茎を
有していた。しかし，刈取処理後の翌
年は，無処理の全 18 個体が 1本ずつ
花茎を発生させたのに対し，刈取処理
を施した 108 個体の内で花茎を発生
させたのは，刈取高が 4㎝及び 5㎝で，
冠水深が 1㎝及び 2㎝の 4処理におけ
る各 1個体の計 4個体のみであった。
表 -3 に生育盛期における刈取処理

3ヶ月後の冠水深別の分げつ数を示し
た。生育盛期では，刈取高が低く，冠

水深が深いほど，分げつ数が減少する
傾向にあった。特に，刈取高が地際の
0㎝及び 1㎝の刈取処理では，4㎝及び
5㎝の冠水深で分げつの再生が認めら
れなかった。
ヒメガマを刈取りによって機械的に

防除するには，生育盛期の複数回の刈
取処理が必要とされる。米国では，生
育盛期の夏季にシュートを地際の 0㎝
で 2回刈取り，冠水深を 7.6㎝以上に
すると，刈取後翌年の夏季には 100％
の防除に成功した（Nelson 1966）。
ヨシも水面下で複数回刈取れば再生
が防げられる（桜井 1991）。そこで，
キショウブの生育盛期に刈取高と冠水
深を段階設定した結果，生育盛期に刈
取高を 1㎝以下とし，冠水深を 4㎝以
上に設定すれば，1回の刈取処理で再
生を防げることが明らかとなった。
ヒメガマのシュートの刈取後に枯死

に至るメカニズムとして，シュートを
水面下で刈取ると地下部への酸素供給
が困難となり，地下茎の生長力が低
下することが報告されている（Sale・
Wetzel  1983;  Sojda・Solberg 
1993）。キショウブも刈取高より冠水
深が深い場合，分げつの刈取面が冠水

し，酸素獲得が困難となって，再生が
妨げられたと考えられる。
また，越冬芽出現期の刈取処理は，

刈取高が 2㎝以上では翌年の分げつ数
を減少させなかったが，花茎の発生に
ついては著しく抑制させることが明ら
かとなった。ゆえに，9月上旬の越冬
芽出現期における刈取処理は，キショ
ウブが重点対策外来種として懸念され
ている近縁種との遺伝的攪乱や，種子
散布による分布拡大を防ぐ意味で重要
である。生育盛期及び越冬芽出現期の
刈取処理と冠水条件を組み合わせて活
用すれば，様々な状況に応じてキショ
ウブ群落を適切かつ効率的に維持する
ことが可能である。

4. まとめ

既に日本全土に分布が拡大している
現在，根絶を望む考えは現実的ではな
い。キショウブ群落が他の生物に対し
て与える生態的影響については今後も
検討する必要があるが，環境圧の高い
場所において修景を目的とした緑化が
期待される場合，キショウブは有用種
である。ゆえに，今後の水辺の景観形
成の場面では，本研究で明らかにした
花芽を有する割合の高い分げつを活用
して，春季に植栽後，開花による美観
を速やかに創出することを推奨する。
開花後は花茎を切除して種子散布を防
ぐとともに，地上部を夏季から秋季に
1回刈取って，翌年の稔実朔果数を 5
割～ 8 割まで減少させる。更なる生
殖生長を抑制するためには，刈取り回
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数を増加するなど検討して，群落の拡
大を抑制し，その場で許容される群落
を適切に維持することが望ましい。
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　いずれもアヤメ科アヤメ属の多年草。アヤメは山野の比較的
乾いたところに生えるが，カキツバタもキショウブも日当た
りのいい湿地や草原で生育する。アヤメの小さいものは 30cm
くらいから，ノハナショウブやキショウブでは 1mを超えるも
のも多い。花色は紅紫色から青紫色，紫，紋や覆輪の入ったも
のからまれに白色もある。詳しくは中嶋佳貴氏の論文を参照さ
れたいが，黄色のショウブはキショウブである。
　「菖

あ や め

蒲」も「杜
かきつばた

若」も在来で，古
いにしえびと

人の目についていたはずで
あるが，「菖

あやめぐさ

蒲」はサトイモ科の「菖
しょうぶ

蒲」として万葉の時代か
ら歌に詠まれ，一方，紫色の花をつける「花

はなしょうぶ

菖蒲」や菖
あやめはな

蒲花」は，
「杜

かきつばた

若」として詠われてきた。「伊勢物語」の 9段，在原業平
の東下り。
　　唐衣着つつなれにしつましあれば
　　　はるばる来ぬる旅をしぞ思ふ
の「かきつはた」を折り込んだ歌は高校の教科書にも取り上げ
られる。

　「花
はなしょうぶ

菖蒲」は，近世以降，品種改良が進み多様な花色の園芸
品種が作出されてきたが，黄色系の花色はなく，黄色の花菖蒲
は明治に海外から持ち込まれる「キショウブ」まで待たねばな
らなかった。
　「花

はなあやめ

菖蒲」や「菖
あ や め

蒲」，「杜
かきつばた

若」を詠み込んだ句や歌は多い。
それらはみな仲夏の季語であり，多くの句がある。歌でも多く
の歌人が詠っている。そんな中に俵万智の「チョコレート誤訳　
みだれ髪」という歌集がある。与謝野晶子の歌集「みだれ髪」
を俵万智流に解した歌集だが，その中に「花あやめ」を詠った
歌があった。そこに 1首，黄色の駄作を加えてみた。
　　庭下駄に水をあやぶむ花あやめ
　　　鋏にたらぬ力をわびぬ　　　　　　晶子
　　庭下駄に鋏を持って近づけど　
　　　池に落ちそうあやめは切れず　　　万智
　　庭下駄に落ちそうなほど気になれど　
　　　池の黄菖蒲鋏とどかず　　　　　　美代
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